
　

今
回
の
緊
急
調
査
は
、
政
府
の

新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
通
知
等
に

対
応
し
て
、
病
院
の
受
け
入
れ
対

応
状
況
や
人
材
・
資
材
不
足
の
問

題
や
課
題
等
に
つ
い
て
、
公
的
病

院
労
組
に
聞
き
取
り
等
を
行
っ
た

も
の
。
短
期
間
で
百
数
十
に
渡
る

意
見
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

会
見
で
は
、「
た
だ
で
さ
え
医

療
現
場
は
、
医
師
・
看
護
師
が
不

足
し
て
い
る
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

患
者
の
受
け
入
れ
を
進
め
よ
う
と

す
る
と
さ
ら
に
人
員
配
置
が
厳
し

く
な
る
」、「
地
域
唯
一
の
感
染
症

指
定
病
院
の
た
め
、
日
々
増
え
る

検
査
対
応
に
追
わ
れ
休
め
な
い
。

こ
れ
以
上
増
え
る
と
対
応
が
追
い

つ
か
な
い
」、「
職
員
に
感
染
者
が

出
て
し
ま
え
ば
、
外
来
休
診
や
入

院
受
入
停
止
な
ど
、
事
業
そ
の
も

の
が
成
り
立
た
な
く
な
る
」、「
ク

ル
ー
ズ
船
の
患
者
受
け
入
れ
で
、

他
病
院
か
ら
職
員
の
支
援
を
受
け

た
が
、
戻
っ
た
時
に
２
週
間
の
自

宅
待
機
と
な
り
業
務
支
障
を
起
こ

し
た
」
な
ど
の
人
員
体
制
の
問
題

が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
「
毎
日
、
病
院
で
感
染
者

が
出
て
し
ま
わ
な
い
か
不
安
の
中

で
働
い
て
い
る
」、「
病
院
勤
務
と

い
う
だ
け
で
地
域
で
の
偏
見
や
、

看
護
師
の
親
と
い
う
だ
け
で
子
ど

も
が
差
別
を
受
け
て
い
る
」
と
言

っ
た
不
安
の
声
も
紹
介
。

　

と
り
わ
け
マ
ス
ク
や
防
護
服
の

在
庫
状
況
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ

れ
非
常
に
厳
し
く
、
１
日
１
枚
か

ら
２
日
に
１
枚
、
一
週
間
ガ
ー
ゼ

を
取
り
替
え
な
が
ら
使
っ
て
い
る

と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
あ
り
、
資
材

不
足
の
状
況
は
、
医
療
従
事
者
の

院
内
感
染
リ
ス
ク
に
直
結
す
る
問

題
と
し
て
改
善
が
急
務
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
ハ
ー
ド

ル
が
高
く
、
他
症
状
の
患
者
も
受

診
を
控
え
る
中
で
、
今
後
の
病
院

経
営
に
も
不
安
を
感
じ
る
と
い
う

声
も
多
く
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

政
府
に
対
し
て
は
、
３
月
上
旬

に
行
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
要
求

に
加
え
、
追
加
の
要
請
書
を
提
出

し
、「
い
ま
必
要
な
の
は
、
病
床

削
減
・
統
廃
合
で
は
な
く
、
こ
う

い
っ
た
緊
急
事
態
に
備
え
た
病
床

と
人
材
確
保
の
た
め
の
政
策
転
換

と
財
政
措
置
」
だ
と
訴
え
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
さ
ら
に
現
場
の
具

体
的
な
声
を
集
め
伝
え
な
が
ら
、

緊
急
対
策
を
求
め
て
い
ま
す
。

早
急
な
補
償
で

感
染
拡
大
阻
止
を

　

政
府
は
コ
ロ
ナ
感
染
者
を
増
や

さ
な
い
た
め
に
「
緊
急
事
態
宣

言
」
を
出
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

休
業
要
請
の
業
種
を
巡
っ
て
、
自

治
体
と
も
対
立
し
、
休
業
に
伴
う

「
補
償
」
を
出
し
渋
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、「
３
ヶ
月
間
、

給
与
の
８
割
、
月
約
34
万
円
（
２

５
０
０
ポ
ン
ド
）
を
上
限
と
し
て

現
金
給
付
」、
フ
ラ
ン
ス
「
イ
ベ

ン
ト
・
観
光
業
な
ど
の
給
与
７
割

補
償
」、
ア
メ
リ
カ
「
中
低
所
得

層
対
象
に
一
人
約
13
万
円
（
１
２

０
０
ド
ル
）
現
金
（
小
切
手
）
給

付
」
な
ど
の
対
策
や
、
ド
イ
ツ
で

は
、
経
営
が
普
段
通
り
に
で
き
な

く
な
っ
た
従
業
員
10
人
以
下
の
事

業
者
に
対
し
、
３
ヶ
月
で
最
大
約

１
８
０
万
円
支
給
さ
れ
、「
ネ
ッ

ト
で
約
10
分
か
け
て
申
請
、
２
日

後
に
３
ヶ
月
分
の
補
助
金
約
60
万

円
が
振
り
込
ま
れ
た
（
独
在
住
の

日
本
人
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
事
例
、Ｎ

Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）」
の
よ
う

に
、
諸
外
国
で
は
素
早
い
対
応
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
よ
う
に
支
給
額
や
対
象

基
準
が
転
々
と
し
て
、
一
向
に
実

施
さ
れ
な
い
の
で
は
、
感
染
者
は

ま
す
ま
す
増
加
し
、
さ
ら
な
る

「
医
療
崩
壊
」
を
起
こ
し
か
ね
ま

せ
ん
。
そ
う
な
る
前
に
、
私
た
ち

は
も
っ
と
現
場
の
声
を
強
く
訴
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

３時間の粘り勝ち３時間の粘り勝ち３時間の粘り勝ち
岐阜・年度末一時金交渉

　岐阜では2月末に年度末団体交渉を開催。会から示された
年度末一時金の回答は、「基本給×0.375ヶ月＋能率支給分」
は、例年の支給水準より評価給の比率が高く設定されたもの
でした。
　岐厚労では、この回答に対し、誰もがチーム医療を担って
懸命に働いている中で、これまで最低限支給されてきた水準
も下回り、評価で大きな違いを付けられることは、職員のモ
チベーション低下と離職増加をもたらし、結果的に経営悪化
に繋がっていきかねないと主張、団交参加者からも現場の期
待を背に受けて、職員の想いを粘り強く訴えました。
　生活給でもある一時金で妥協はできないと、この問題だけ
で3時間以上を費やし、ついにこれまでどおりの「基本給×
0.65ヶ月（うち0.225ヶ月分は能率評価分）」と二次回答
を引き出しました。粘り続けた執行部も安堵することが出来
ました。
　交渉では、20年度から厚生連の指定管理となる土岐市立
総合病院と東濃厚生病院との統合に向けての状況も確認、新
たに岐厚労の仲間も増えることになり、より一層組合の役割
を痛感するものとなりました。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
日
に
日
に
拡
が
っ

て
い
く
中
で
、
と
り
わ
け
感
染
症
指
定
病
床
の
９
割
以

上
を
担
う
公
立
・
公
的
病
院
の
医
療
体
制
に
危
機
が
迫

っ
て
い
ま
す
。
日
本
医
労
連
全
国
組
合
協
議
会
（
全
医

労
、
全
厚
労
、
全
日
赤
、
全
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
労
組
、
全
労
災
、

公
共
労
、
国
共
病
組
）
は
、
３
月
末
か
ら
緊
急
に
新
型

コ
ロ
ナ
に
関
す
る
実
態
把
握
調
査
を
実
施
、
４
月
７
日
、

緊
急
記
者
会
見
で
、
集
ま
っ
た
取
材
陣
ら
に
医
療
現
場

か
ら
の
危
機
感
を
訴
え
ま
し
た
。

現場に物資が足りない！現場に物資が足りない！現場に物資が足りない！

必
要
な
の
は
、イ
ザ
の
事
態

に
備
え
た
病
床・人
材
確
保

必
要
な
の
は
、イ
ザ
の
事
態

に
備
え
た
病
床・人
材
確
保
休
業
と
補
償
は
セ
ッ
ト

外
国
で
は
当
た
り
前

労
働
組
合
の
あ
る
時・な
い
時

感染対策・支援急げ感染対策・支援急げ感染対策・支援急げ

２面

新型コロナ

全国組合（公的7病院労組）全国組合（公的7病院労組）全国組合（公的7病院労組）

4・7緊急記者会見4・7緊急記者会見4・7緊急記者会見
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世

界
的
蔓
延
が
続
い
て
い
ま
す
。

各
県
厚
生
連
病
院
で
も
様
々
な

対
応
が
取
ら
れ
、
医
療
の
最
前

線
で
ご
奮
闘
さ
れ
て
い
る
組
合

員
の
皆
様
、
ご
家
族
の
皆
様
に

心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

全
厚
労
で
は
看
護
師
の
大
幅

増
員
と
、
夜
勤
交
代
制
勤
務
の

負
担
軽
減
を
求
め
運
動
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
政
府
は
こ
の

間
の
医
療
費
抑
制
政
策
や
、
地

域
医
療
構
想
・
公
的
医
療
機
関

等
２
０
２
５
プ
ラ
ン
で
の
公
的

病
院
の
縮
小
再
編
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

感
染
症
の
拡
大
や
、
災
害
支
援

な
ど
の
不
測
の
事
態
に
お
い
て

十
分
な
対
応
が
取
れ
な
い
こ
と

は
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
を
見
て
も
明
ら

か
で
す
。

　

今
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

行
動
と
合
わ
せ
、
国
・
行
政
へ

一
丸
と
な
り
訴
え
か
け
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
医
療
現
場
で
は
、

平
時
で
さ
え
人
員
不
足
に
よ
る
、

長
時
間
労
働
や
、
休
憩
の
未
取

得
、
夜
勤
回
数
の
増
加
、
業
務

過
多
と
様
々
な
問
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。
今
回
の
様
な
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
は
、
感
染

疑
い
や
、
濃
厚
接
触
者
は
２
週

間
の
隔
離
（
自
宅
待
機
）
と
な

る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
人
員

不
足
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

政
府
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
へ
の
早
急
な
対
応
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
医
療
や
介

護
で
働
く
職
員
が
安
心
し
て
働

く
こ
と
の
で
き
る
、
制
度
・
政

策
を
早
急
に
確
立
し
て
も
ら
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

全
て
の
年
代
で
賃
金・

人
員
が
最
大
の
要
求

　

20
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
・

年
齢
別
ク
ロ
ス
集
計
で
は
、
10

代
か
ら
50
代
の
ほ
ぼ
全
て
の
年

代
が
「
慢
性
的
疲
労
状
態
」
で

働
い
て
い
る
実
態
が
浮
き
彫
り

と
な
り
、
職
場
へ
の
不
満
の
項

目
で
は
、
全
て
の
年
代
で
「
賃

金
が
安
い
」
と
「
人
員
が
少
な

い
」
の
回
答
が
上
位
と
な
り
ま

し
た
。

　

安
心
し
て
働
き
続
け
る
た
め

に
夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
は
急

務
で
あ
り
、
今
す
ぐ
そ
の
体
制

が
整
え
ら
れ
る
法
改
正
や
、
規

制
の
整
備
、
診
療
報
酬
の
大
幅

改
善
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

医
療
現
場
の
要
求
を
「
署
名
」

と
し
て
、
過
去
に
は
何
度
も
国

会
で
採
択
さ
れ
、
法
改
正
や
診

療
報
酬
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
き

ま
し
た
。（
表
１
）

国
民
の
権
利
と
し
て

憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る

　

日
本
国
憲
法
第
16
条
で
は
、

「
請
願
」
を
、
私
た
ち
が
要
望

や
意
見
を
国
に
述
べ
る
こ
と
が

で
き
る
権
利
と
し
て
定
め
て
い

ま
す
。
国
は
国
民
の
「
請
願
」

を
誠
実
に
受
け
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
請
願
署
名
は
要
望
や
意

見
に
賛
同
す
る
人
の
署
名
を
集

め
、
紹
介
議
員
に
託
し
ま
す
。

世
論
を
広
げ
る

署
名
の
ち
か
ら

　

署
名
の
持
つ
「
ち
か
ら
」
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、

誰
で
も
で
き
る
こ
と
で
す
。
年

齢
制
限
は
な
く
、
日
本
在
住
で

あ
れ
ば
外
国
の
方
で
も
署
名
で

き
ま
す
。
そ
し
て
集
ま
っ
た
署

名
は
国
民
の
声
と
し
て
国
や
地

元
議
員
を
動
か
し
ま
す
。
多
け

れ
ば
多
い
ほ
ど
そ
の
効
果
も
大

き
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
署
名
は
宣
伝
効
果
も
持

ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
署
名
を

お
願
い
す
る
時
に
、
私
た
ち
が

要
望
し
て
い
る
こ
と
や
重
要
性

を
説
明
す
る
こ
と
が
宣
伝
行
動

に
な
り
ま
す
。
宣
伝
が
広
が
れ

ば
世
論
が
高
ま
り
、
社
会
問
題

と
し
て
政
治
的
解
決
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

国
を
動
か
す

署
名
の
ち
か
ら

　

紹
介
議
員
に
よ
り
国
会
に
提

出
さ
れ
た
署
名
は
、
内
容
に
あ

わ
せ
た
委
員
会
（
夜
勤
制
限
・

大
幅
増
員
署
名
は
厚
生
労
働
委

員
会
）で
採
択
か
否
か
を
審
議
し
、

採
択
さ
れ
る
と
本
会
議
に
諮
ら

れ
ま
す
。
委
員
会
で
採
択
さ
せ
、

本
会
議
で
決
議
さ
せ
る
た
め
に

は
、
委
員
会
の
中
の
紹
介
・
賛

同
議
員
を
多
数
に
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
採
択
さ
れ
た
請

願
が
、
内
閣
に
お
い
て
措
置
す

る
こ
と
が
適
当
と
さ
れ
る
と
、

そ
の
採
択
請
願
の
処
理
経
過
が

毎
年
お
お
む
ね
２
回
、
内
閣
か

ら
議
院
に
報
告
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
採
択
し
た
き
り
で

具
体
的
な
手
立
て
を
講
じ
て
い

な
け
れ
ば
、
内
閣
の
責
任
が
問

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

表
２
は
２
０
１
９
年
度
の
紹

介
議
員
一
覧
で
す
。
賛
同
・
紹

介
議
員
は
90
名
。
よ
り
多
く
の

賛
同
・
紹
介
議
員
を
得
る
た
め

に
、
議
員
要
請
行
動
や
地
元
議

員
へ
の
働
き
か
け
に
積
極
的
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
！

表１　これまで署名運動が力となって動かしてきた政策年表（抜粋）

表２　新「夜勤改善・大幅増員署名」
2019年度　賛同・紹介議員一覧

表１　これまで署名運動が力となって動かしてきた政策年表（抜粋）

1989年

1992年

2005年

2007年

2008年
2009年
2011年
2013年
2014年
2015年

2016年

2017年
2019年

看護師が白衣で地域に出て運動するナースウェーブ始まる。
3年間で540万筆の署名、自治体決議1500議会を集約。国会議員賛同署名275人、
国会質問のべ150人。「看護婦確保法」制定される。診療報酬アップで、看護師初
任給も大幅アップ
医療・介護労働者の大幅増員を求める運動提起。署名に取り組む。
150万筆の署名、紹介議員153人、自治体決議880議会を集約し、参議院全会一致
で採択
医師養成数の増加を開始
介護職員処遇改善交付金
「５局長通知」発出
「６局長通知」発出
医療勤務環境改善に関する改正医療法成立、医療・介護総合確保基金創設
政府として初めて病院の勤務環境に関するアンケート調査実施
診療報酬改定で夜間勤務改善項目が盛り込まれる2014年から2016年の3年間で
127万筆署名、紹介・賛同議員113人、自治体決議305議会
介護報酬を臨時でプラス改定し、介護職員処遇改善加算を上乗せ
「看護師確保法・基本指針」の改正の必要性を検討することを閣議決定

政党 議員名 選挙区 政党合計

党
主
民
憲
立

阿部　　知子　 衆 神奈川12

紹介26
賛同2

矢上　　雅義 衆 （比）九州
神谷　　　裕　 　　衆 （比）北海道 
池田　　真紀 衆 （比）北海道 
道下　　大樹 衆 北海道1
佐々木　隆博　 衆 北海道6
大河原　雅子 衆 （比）北関東 
山川　百合子 衆 （比）北関東 
櫻井　　　周 衆 （比）近畿 
石川　　香織 衆 北海道11 
本多　　平直 衆 （比）北海道 
松田　　　功 衆 （比）東海 
生方　　幸夫 衆 （比）南関東 
長谷川　嘉一 衆 （比）北関東 
寺田　　　学　 衆 （比）東北 
菊田　真紀子　 衆 新潟4
小川　　淳也　 衆 （比）四国
高井　　崇志　 衆 （比）中国 
伊藤　　俊輔 衆 （比）東京
横光　　克彦 衆 （比）九州 
黒岩　　宇洋 衆 新潟3 
岡島　　一正 衆 （比）南関東 
亀井　亜紀子　 衆 （比）中国 
野田　　国義 参 福岡
真山　　勇一 参 神奈川
難波　　奨二 参 比例
石垣　のりこ 参 宮城
阿久津　幸彦 衆 （比）東北 

主
民
民
国

下条　　みつ 衆 長野2

紹介22

岸本　　周平　 衆 和歌山１
白石　　洋一 衆 愛媛3
緑川　　貴士 衆 （比）東北 
浅野　　　哲 衆 （比）北関東 
岡本　　充功 衆 （比）東海 
吉良　　州司　 衆 （比）九州 
小沢　　一郎 衆 岩手3
日吉　　雄太 衆 （比）東海 
屋良　　朝博 衆 沖縄3
青山　　大人 衆 （比）北関東 
稲富　　修二 衆 （比）九州
田名部　匡代 参 青森
舟山　　康江 参 山形
増子　　輝彦 参 福島
羽田　雄一郎 参 長野
木戸口　英司 参 岩手
森　　ゆうこ 参 新潟3 
横沢　　高徳 参 岩手
芳賀　　道也 参 山形
牧　　　義夫　 衆 （比）東海 
源馬　謙太郎 衆 （比）東海 

党
産
共

志位　　和夫 衆 （比）南関東

紹介21

高橋　千鶴子　 衆 （比）東北 
宮本　　　徹 衆 （比）東京都 
田村　　貴昭 衆 （比）九州 
笠井　　　亮 衆 （比）東京都 
藤野　　保史 衆 （比）北陸信越
本村　　伸子　 衆 （比）東海
赤嶺　　政賢 衆 沖縄１
清水　　忠史 衆 （比）近畿 
市田　　忠義 参 比例
岩渕　　　友 参 比例
吉良　よし子 参 東京
武田　　良介 参 比例
山添　　　拓 参 東京
倉林　　明子 参 京都
紙　　　智子 参 比例
井上　　哲士 参 比例
小池　　　晃 参 比例
田村　　智子 参 比例
山下　　芳生 参 比例
伊藤　　　岳 参 埼玉

党
民
自

斎藤　　洋明 衆 （比）北陸信越 

紹介3
賛同3

務台　　俊介 衆 （比）北陸信越
神谷　　　昇　 衆 （比）近畿 
小寺　　裕雄 衆 滋賀４
石井　　浩郎 参 秋田
小川　　克巳 参 比例

社民党 照屋　　寛徳 衆 沖縄２ 紹介2福島　みずほ 参 比例

沖縄の風 伊波　　洋一 参 沖縄 紹介2高良　　鉄美 参 沖縄
社保※ 重徳　　和彦　 衆 愛知12 紹介1

表２　新「夜勤改善・大幅増員署名」
2019年度　賛同・紹介議員一覧

※社会保障を立て直す国民会議
網掛け＝賛同のみ（口頭での応諾は、含まれません）
新署名になって賛同いただいた議員です。

　

第
10
回
の
節
目
と
な
る
北
厚

労
の
分
会
横
断
交
流
集
会
「
ほ

っ
こ
う
ロ
ー
ド
」
が
札
幌
市
に

て
開
催
さ
れ
、
５
年
目
以
下

の
組
合
員
を
中
心
に
、
１
３

４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
分
会
・
職

種
を
越
え
て
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
と

学
習
も
兼
ね
た
ボ
ウ
リ
ン
グ

で
交
流
。
自
己
紹
介
や
今
年

の
ゆ
と
り
（
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
）
休
暇
は
何
を
し
た
？
と

い
っ
た
お
題
に
答
え
て
投
球

を
行
っ
た
り
、
組
合
に
ち
な

ん
だ
ク
イ
ズ
の
回
答
に
合
わ

せ
て
ピ
ン
の
本
数
を
倒
す
な

ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
ゲ
ー

ム
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
中
央
執
行
委

員
か
ら
年
次
有
給
休
暇
の
仕
組

み
に
つ
い
て
解
説
。
働
き
方
改

革
関
連
法
に
よ
り
、
有
給
休
暇

５
日
間
の
取
得
が
義
務
づ
け
ら

れ
た
こ
と
や
、
北
厚
労
と
会
側

と
で
10
日
以
上
の
有
給
休
暇
取

得
を
推
進
す
る
締
結
文
書
を
交

わ
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
で
年
休

取
得
状
況
や
取
り
や
す
さ
に
つ

い
て
議
論
。
病
院
・
部
署
は
違

え
ど
、
ど
こ
も
５
日
間
の
年
休

は
概
ね
取
得
出
来
て
い
る
状
況

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

５
日
以
上
の
年
休
取
得
に
関
し

て
は
、
自
由
に
取
得
で
き
る
と

い
う
よ
り
も
配
置
人
数
や
状
況

に
合
わ
せ
て
取
得
し
て
い
る
こ

と
等
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
で
は
、
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
全
職
員
が
年
休
を
取
得

し
や
す
く
な
る
の
か
、
啓
発
活

動
の
一
環
と
し
て
「
年
次
有
給

休
暇
取
得
ポ
ス
タ
ー
」
を
作
成
。

各
グ
ル
ー
プ
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ

デ
ィ
ア
で
親
近
感
が
わ
く
も
の

が
多
く
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
作
成
し
た
ポ
ス

タ
ー
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
最

優
秀
賞
に
は
年
休
取
得
と
ラ
グ

ビ
ー
と
を
掛
け
合
わ
せ
た
「
年

休
を
ジ
ャ
ッ
カ
ル
、
目
指
せ
10

ト
ラ
イ
」
が
輝
き
ま
し
た
。
分

会
・
職
種
の
隔
た
り
な
く
同
年

代
の
仲
間
と
交
流
し
、
学
び
を

深
め
た
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

組合ある時・ない時組合ある時・ない時組合ある時・ない時
　4月になり職場に新入職員さんが入
ってくる季節です。厚生連病院に入職
して、「労働組合ってなんだろう」と
思っている方も多いのでは。初めての
職場で分からないことや不安になると
きは、一人で悩まず、労働組合に相談
してみてください。

　

た
と
え
ば
ア
ル
バ
イ
ト
や
、

労
働
組
合
が
な
い
職
場
で
は
イ

ラ
ス
ト
の
よ
う
に
経
営
者
（
使

用
者
）
や
管
理
者
か
ら
「
休
み

は
な
い
よ
」「
有
給
休
暇
は
取
れ

な
い
よ
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
う

場
面
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

使
用
者
と
、
労
働
者
の
私
た

ち
は
法
的
に
は
対
等
で
す
が
、

ど
う
し
て
も
立
場
の
違
い
か
ら

使
用
者
の
意
見
が
〝
絶
対
〞
と

優
先
さ
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

年
次
有
給
休
暇
は
、
６
カ
月
以

上
働
い
て
い
る
労
働
者
な
ら
ば

賃
金
の
支
払
い
を
受
け
ら
れ
る

休
暇
日
の
こ
と
で
、
労
働
基
準

法
39
条
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

有
給
休
暇
を
「
権
利
だ
か
ら
取

り
ま
す
」
と
き
っ
ぱ
り
言
え
る

人
な
ら
ば
良
い
で
す
が
、
な
か

な
か
言
い
出
せ
な
い
こ
と
も
。

「
何
か
お
か
し
い
な
」と
感
じ
て

い
て
も
、
一
人
で
使
用
者
と
た

た
か
う
に
は
勇
気
が
い
り
ま
す
。

年
休
ポ
ス
タ
ー
作
成

年
休
ポ
ス
タ
ー
作
成

　

一
人
で
言
え
な
い
事
も
労
働

組
合
に
入
っ
て
い
れ
ば
、
仲
間

と
一
緒
に
声
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

い
ま
皆
さ
ん
の
職
場
で
、
当

た
り
前
に
有
給
取
得
で
き
る
こ

と
や
、
残
業
代
が
キ
チ
ン
と
申

請
で
き
て
い
る
こ
と
、
一
時
金

が
毎
年
出
て
い
る
こ
と
な
ど
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
、
職
場
の
先
輩

た
ち
が
団
結
し
て「
労
働
組
合
」

と
し
て
使
用
者
と
話
し
合
い
、

長
い
時
間
を
か
け
て
勝
ち
取
っ

て
き
た
「
当
た
り
前
」
な
の
で

す
。

北
海
道

100周年のメーデー100周年のメーデー

あって良かった！新型コロナウイルス対応で痛感
根本的に政策を変える必要あり根本的に政策を変える必要あり根本的に政策を変える必要あり

楽
し
み
な
が
ら
団
結
へ

楽
し
み
な
が
ら
団
結
へ

　５月１日「メーデー」は、労働者の祭典とも言われ
ており、世界各地で労働者が集会やパレードを行い、
働くものの権利要求と国際連帯を求める日です。
　メーデーは12～14時間労働が当たり前だった1886
年5月1日に、アメリカの労働者35万人が、「8時間は
仕事に、8時間は休息に、残りの時間は自由に」と8時
間労働制を掲げ、アメリカ全土で立ち上がったことが
始まりです。この運動の結果、20万人近い労働者が８
時間労働制を勝ち取りました。しかしその後、資本家
らの弾圧・事件捏造によって、8時間労働制の協約はつ
ぎつぎと破棄されてしまいます。アメリカ労働総同盟
（AFL）は、1890年５月１日のゼネラル・ストライキ（全
国的なスト）を提起、全世界的な労働者の統一運動と
してヨーロッパの労働者が応え、「第１回国際メーデー」
が行なわれました。
　日本では1920年に東京・上野公園で第1回メーデー
が行なわれ、今年で100周年を迎えます。今年のメー
デーは、新型コロナウイルスの影響もあり、規模縮小
やネット中継での開催が予定されています。多くの労
働者・国民が感染拡大の影響で雇用や生活の不安を抱
えている今、メーデーの起源である「人間らしく生き、
働き続けられる社会」をめざす闘いは、一世紀を経て
なお重要な要求となっています。

趣向を凝らしたポスター制作風景

目指せ10日以上の有給休暇取得

2
0
1
9
年
メ
ー
デ
ー
の
よ
う
す

（3） 2020年４月20日 第478号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2020年４月20日 第478号全 厚 労 ニ ュ ー ス



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世

界
的
蔓
延
が
続
い
て
い
ま
す
。

各
県
厚
生
連
病
院
で
も
様
々
な

対
応
が
取
ら
れ
、
医
療
の
最
前

線
で
ご
奮
闘
さ
れ
て
い
る
組
合

員
の
皆
様
、
ご
家
族
の
皆
様
に

心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

全
厚
労
で
は
看
護
師
の
大
幅

増
員
と
、
夜
勤
交
代
制
勤
務
の

負
担
軽
減
を
求
め
運
動
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
政
府
は
こ
の

間
の
医
療
費
抑
制
政
策
や
、
地

域
医
療
構
想
・
公
的
医
療
機
関

等
２
０
２
５
プ
ラ
ン
で
の
公
的

病
院
の
縮
小
再
編
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

感
染
症
の
拡
大
や
、
災
害
支
援

な
ど
の
不
測
の
事
態
に
お
い
て

十
分
な
対
応
が
取
れ
な
い
こ
と

は
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
を
見
て
も
明
ら

か
で
す
。

　

今
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

行
動
と
合
わ
せ
、
国
・
行
政
へ

一
丸
と
な
り
訴
え
か
け
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
医
療
現
場
で
は
、

平
時
で
さ
え
人
員
不
足
に
よ
る
、

長
時
間
労
働
や
、
休
憩
の
未
取

得
、
夜
勤
回
数
の
増
加
、
業
務

過
多
と
様
々
な
問
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。
今
回
の
様
な
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
は
、
感
染

疑
い
や
、
濃
厚
接
触
者
は
２
週

間
の
隔
離
（
自
宅
待
機
）
と
な

る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
人
員

不
足
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

政
府
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
へ
の
早
急
な
対
応
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
医
療
や
介

護
で
働
く
職
員
が
安
心
し
て
働

く
こ
と
の
で
き
る
、
制
度
・
政

策
を
早
急
に
確
立
し
て
も
ら
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

全
て
の
年
代
で
賃
金・

人
員
が
最
大
の
要
求

　

20
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
・

年
齢
別
ク
ロ
ス
集
計
で
は
、
10

代
か
ら
50
代
の
ほ
ぼ
全
て
の
年

代
が
「
慢
性
的
疲
労
状
態
」
で

働
い
て
い
る
実
態
が
浮
き
彫
り

と
な
り
、
職
場
へ
の
不
満
の
項

目
で
は
、
全
て
の
年
代
で
「
賃

金
が
安
い
」
と
「
人
員
が
少
な

い
」
の
回
答
が
上
位
と
な
り
ま

し
た
。

　

安
心
し
て
働
き
続
け
る
た
め

に
夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
は
急

務
で
あ
り
、
今
す
ぐ
そ
の
体
制

が
整
え
ら
れ
る
法
改
正
や
、
規

制
の
整
備
、
診
療
報
酬
の
大
幅

改
善
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

医
療
現
場
の
要
求
を
「
署
名
」

と
し
て
、
過
去
に
は
何
度
も
国

会
で
採
択
さ
れ
、
法
改
正
や
診

療
報
酬
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
き

ま
し
た
。（
表
１
）

国
民
の
権
利
と
し
て

憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る

　

日
本
国
憲
法
第
16
条
で
は
、

「
請
願
」
を
、
私
た
ち
が
要
望

や
意
見
を
国
に
述
べ
る
こ
と
が

で
き
る
権
利
と
し
て
定
め
て
い

ま
す
。
国
は
国
民
の
「
請
願
」

を
誠
実
に
受
け
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
請
願
署
名
は
要
望
や
意

見
に
賛
同
す
る
人
の
署
名
を
集

め
、
紹
介
議
員
に
託
し
ま
す
。

世
論
を
広
げ
る

署
名
の
ち
か
ら

　

署
名
の
持
つ
「
ち
か
ら
」
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、

誰
で
も
で
き
る
こ
と
で
す
。
年

齢
制
限
は
な
く
、
日
本
在
住
で

あ
れ
ば
外
国
の
方
で
も
署
名
で

き
ま
す
。
そ
し
て
集
ま
っ
た
署

名
は
国
民
の
声
と
し
て
国
や
地

元
議
員
を
動
か
し
ま
す
。
多
け

れ
ば
多
い
ほ
ど
そ
の
効
果
も
大

き
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
署
名
は
宣
伝
効
果
も
持

ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
署
名
を

お
願
い
す
る
時
に
、
私
た
ち
が

要
望
し
て
い
る
こ
と
や
重
要
性

を
説
明
す
る
こ
と
が
宣
伝
行
動

に
な
り
ま
す
。
宣
伝
が
広
が
れ

ば
世
論
が
高
ま
り
、
社
会
問
題

と
し
て
政
治
的
解
決
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

国
を
動
か
す

署
名
の
ち
か
ら

　

紹
介
議
員
に
よ
り
国
会
に
提

出
さ
れ
た
署
名
は
、
内
容
に
あ

わ
せ
た
委
員
会
（
夜
勤
制
限
・

大
幅
増
員
署
名
は
厚
生
労
働
委

員
会
）で
採
択
か
否
か
を
審
議
し
、

採
択
さ
れ
る
と
本
会
議
に
諮
ら

れ
ま
す
。
委
員
会
で
採
択
さ
せ
、

本
会
議
で
決
議
さ
せ
る
た
め
に

は
、
委
員
会
の
中
の
紹
介
・
賛

同
議
員
を
多
数
に
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
採
択
さ
れ
た
請

願
が
、
内
閣
に
お
い
て
措
置
す

る
こ
と
が
適
当
と
さ
れ
る
と
、

そ
の
採
択
請
願
の
処
理
経
過
が

毎
年
お
お
む
ね
２
回
、
内
閣
か

ら
議
院
に
報
告
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
採
択
し
た
き
り
で

具
体
的
な
手
立
て
を
講
じ
て
い

な
け
れ
ば
、
内
閣
の
責
任
が
問

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

表
２
は
２
０
１
９
年
度
の
紹

介
議
員
一
覧
で
す
。
賛
同
・
紹

介
議
員
は
90
名
。
よ
り
多
く
の

賛
同
・
紹
介
議
員
を
得
る
た
め

に
、
議
員
要
請
行
動
や
地
元
議

員
へ
の
働
き
か
け
に
積
極
的
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
！

表１　これまで署名運動が力となって動かしてきた政策年表（抜粋）

表２　新「夜勤改善・大幅増員署名」
2019年度　賛同・紹介議員一覧

表１　これまで署名運動が力となって動かしてきた政策年表（抜粋）

1989年

1992年

2005年

2007年

2008年
2009年
2011年
2013年
2014年
2015年

2016年

2017年
2019年

看護師が白衣で地域に出て運動するナースウェーブ始まる。
3年間で540万筆の署名、自治体決議1500議会を集約。国会議員賛同署名275人、
国会質問のべ150人。「看護婦確保法」制定される。診療報酬アップで、看護師初
任給も大幅アップ
医療・介護労働者の大幅増員を求める運動提起。署名に取り組む。
150万筆の署名、紹介議員153人、自治体決議880議会を集約し、参議院全会一致
で採択
医師養成数の増加を開始
介護職員処遇改善交付金
「５局長通知」発出
「６局長通知」発出
医療勤務環境改善に関する改正医療法成立、医療・介護総合確保基金創設
政府として初めて病院の勤務環境に関するアンケート調査実施
診療報酬改定で夜間勤務改善項目が盛り込まれる2014年から2016年の3年間で
127万筆署名、紹介・賛同議員113人、自治体決議305議会
介護報酬を臨時でプラス改定し、介護職員処遇改善加算を上乗せ
「看護師確保法・基本指針」の改正の必要性を検討することを閣議決定

政党 議員名 選挙区 政党合計

党
主
民
憲
立

阿部　　知子　 衆 神奈川12

紹介26
賛同2

矢上　　雅義 衆 （比）九州
神谷　　　裕　 　　衆 （比）北海道 
池田　　真紀 衆 （比）北海道 
道下　　大樹 衆 北海道1
佐々木　隆博　 衆 北海道6
大河原　雅子 衆 （比）北関東 
山川　百合子 衆 （比）北関東 
櫻井　　　周 衆 （比）近畿 
石川　　香織 衆 北海道11 
本多　　平直 衆 （比）北海道 
松田　　　功 衆 （比）東海 
生方　　幸夫 衆 （比）南関東 
長谷川　嘉一 衆 （比）北関東 
寺田　　　学　 衆 （比）東北 
菊田　真紀子　 衆 新潟4
小川　　淳也　 衆 （比）四国
高井　　崇志　 衆 （比）中国 
伊藤　　俊輔 衆 （比）東京
横光　　克彦 衆 （比）九州 
黒岩　　宇洋 衆 新潟3 
岡島　　一正 衆 （比）南関東 
亀井　亜紀子　 衆 （比）中国 
野田　　国義 参 福岡
真山　　勇一 参 神奈川
難波　　奨二 参 比例
石垣　のりこ 参 宮城
阿久津　幸彦 衆 （比）東北 

主
民
民
国

下条　　みつ 衆 長野2

紹介22

岸本　　周平　 衆 和歌山１
白石　　洋一 衆 愛媛3
緑川　　貴士 衆 （比）東北 
浅野　　　哲 衆 （比）北関東 
岡本　　充功 衆 （比）東海 
吉良　　州司　 衆 （比）九州 
小沢　　一郎 衆 岩手3
日吉　　雄太 衆 （比）東海 
屋良　　朝博 衆 沖縄3
青山　　大人 衆 （比）北関東 
稲富　　修二 衆 （比）九州
田名部　匡代 参 青森
舟山　　康江 参 山形
増子　　輝彦 参 福島
羽田　雄一郎 参 長野
木戸口　英司 参 岩手
森　　ゆうこ 参 新潟3 
横沢　　高徳 参 岩手
芳賀　　道也 参 山形
牧　　　義夫　 衆 （比）東海 
源馬　謙太郎 衆 （比）東海 

党
産
共

志位　　和夫 衆 （比）南関東

紹介21

高橋　千鶴子　 衆 （比）東北 
宮本　　　徹 衆 （比）東京都 
田村　　貴昭 衆 （比）九州 
笠井　　　亮 衆 （比）東京都 
藤野　　保史 衆 （比）北陸信越
本村　　伸子　 衆 （比）東海
赤嶺　　政賢 衆 沖縄１
清水　　忠史 衆 （比）近畿 
市田　　忠義 参 比例
岩渕　　　友 参 比例
吉良　よし子 参 東京
武田　　良介 参 比例
山添　　　拓 参 東京
倉林　　明子 参 京都
紙　　　智子 参 比例
井上　　哲士 参 比例
小池　　　晃 参 比例
田村　　智子 参 比例
山下　　芳生 参 比例
伊藤　　　岳 参 埼玉

党
民
自

斎藤　　洋明 衆 （比）北陸信越 

紹介3
賛同3

務台　　俊介 衆 （比）北陸信越
神谷　　　昇　 衆 （比）近畿 
小寺　　裕雄 衆 滋賀４
石井　　浩郎 参 秋田
小川　　克巳 参 比例

社民党 照屋　　寛徳 衆 沖縄２ 紹介2福島　みずほ 参 比例

沖縄の風 伊波　　洋一 参 沖縄 紹介2高良　　鉄美 参 沖縄
社保※ 重徳　　和彦　 衆 愛知12 紹介1

表２　新「夜勤改善・大幅増員署名」
2019年度　賛同・紹介議員一覧

※社会保障を立て直す国民会議
網掛け＝賛同のみ（口頭での応諾は、含まれません）
新署名になって賛同いただいた議員です。

　

第
10
回
の
節
目
と
な
る
北
厚

労
の
分
会
横
断
交
流
集
会
「
ほ

っ
こ
う
ロ
ー
ド
」
が
札
幌
市
に

て
開
催
さ
れ
、
５
年
目
以
下

の
組
合
員
を
中
心
に
、
１
３

４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
分
会
・
職

種
を
越
え
て
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
と

学
習
も
兼
ね
た
ボ
ウ
リ
ン
グ

で
交
流
。
自
己
紹
介
や
今
年

の
ゆ
と
り
（
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
）
休
暇
は
何
を
し
た
？
と

い
っ
た
お
題
に
答
え
て
投
球

を
行
っ
た
り
、
組
合
に
ち
な

ん
だ
ク
イ
ズ
の
回
答
に
合
わ

せ
て
ピ
ン
の
本
数
を
倒
す
な

ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
ゲ
ー

ム
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
中
央
執
行
委

員
か
ら
年
次
有
給
休
暇
の
仕
組

み
に
つ
い
て
解
説
。
働
き
方
改

革
関
連
法
に
よ
り
、
有
給
休
暇

５
日
間
の
取
得
が
義
務
づ
け
ら

れ
た
こ
と
や
、
北
厚
労
と
会
側

と
で
10
日
以
上
の
有
給
休
暇
取

得
を
推
進
す
る
締
結
文
書
を
交

わ
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
で
年
休

取
得
状
況
や
取
り
や
す
さ
に
つ

い
て
議
論
。
病
院
・
部
署
は
違

え
ど
、
ど
こ
も
５
日
間
の
年
休

は
概
ね
取
得
出
来
て
い
る
状
況

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

５
日
以
上
の
年
休
取
得
に
関
し

て
は
、
自
由
に
取
得
で
き
る
と

い
う
よ
り
も
配
置
人
数
や
状
況

に
合
わ
せ
て
取
得
し
て
い
る
こ

と
等
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
で
は
、
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
全
職
員
が
年
休
を
取
得

し
や
す
く
な
る
の
か
、
啓
発
活

動
の
一
環
と
し
て
「
年
次
有
給

休
暇
取
得
ポ
ス
タ
ー
」
を
作
成
。

各
グ
ル
ー
プ
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ

デ
ィ
ア
で
親
近
感
が
わ
く
も
の

が
多
く
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
作
成
し
た
ポ
ス

タ
ー
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
最

優
秀
賞
に
は
年
休
取
得
と
ラ
グ

ビ
ー
と
を
掛
け
合
わ
せ
た
「
年

休
を
ジ
ャ
ッ
カ
ル
、
目
指
せ
10

ト
ラ
イ
」
が
輝
き
ま
し
た
。
分

会
・
職
種
の
隔
た
り
な
く
同
年

代
の
仲
間
と
交
流
し
、
学
び
を

深
め
た
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

組合ある時・ない時組合ある時・ない時組合ある時・ない時
　4月になり職場に新入職員さんが入
ってくる季節です。厚生連病院に入職
して、「労働組合ってなんだろう」と
思っている方も多いのでは。初めての
職場で分からないことや不安になると
きは、一人で悩まず、労働組合に相談
してみてください。

　

た
と
え
ば
ア
ル
バ
イ
ト
や
、

労
働
組
合
が
な
い
職
場
で
は
イ

ラ
ス
ト
の
よ
う
に
経
営
者
（
使

用
者
）
や
管
理
者
か
ら
「
休
み

は
な
い
よ
」「
有
給
休
暇
は
取
れ

な
い
よ
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
う

場
面
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

使
用
者
と
、
労
働
者
の
私
た

ち
は
法
的
に
は
対
等
で
す
が
、

ど
う
し
て
も
立
場
の
違
い
か
ら

使
用
者
の
意
見
が
〝
絶
対
〞
と

優
先
さ
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

年
次
有
給
休
暇
は
、
６
カ
月
以

上
働
い
て
い
る
労
働
者
な
ら
ば

賃
金
の
支
払
い
を
受
け
ら
れ
る

休
暇
日
の
こ
と
で
、
労
働
基
準

法
39
条
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

有
給
休
暇
を
「
権
利
だ
か
ら
取

り
ま
す
」
と
き
っ
ぱ
り
言
え
る

人
な
ら
ば
良
い
で
す
が
、
な
か

な
か
言
い
出
せ
な
い
こ
と
も
。

「
何
か
お
か
し
い
な
」と
感
じ
て

い
て
も
、
一
人
で
使
用
者
と
た

た
か
う
に
は
勇
気
が
い
り
ま
す
。

年
休
ポ
ス
タ
ー
作
成

年
休
ポ
ス
タ
ー
作
成

　

一
人
で
言
え
な
い
事
も
労
働

組
合
に
入
っ
て
い
れ
ば
、
仲
間

と
一
緒
に
声
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

い
ま
皆
さ
ん
の
職
場
で
、
当

た
り
前
に
有
給
取
得
で
き
る
こ

と
や
、
残
業
代
が
キ
チ
ン
と
申

請
で
き
て
い
る
こ
と
、
一
時
金

が
毎
年
出
て
い
る
こ
と
な
ど
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
、
職
場
の
先
輩

た
ち
が
団
結
し
て「
労
働
組
合
」

と
し
て
使
用
者
と
話
し
合
い
、

長
い
時
間
を
か
け
て
勝
ち
取
っ

て
き
た
「
当
た
り
前
」
な
の
で

す
。

北
海
道

100周年のメーデー100周年のメーデー

あって良かった！新型コロナウイルス対応で痛感
根本的に政策を変える必要あり根本的に政策を変える必要あり根本的に政策を変える必要あり

楽
し
み
な
が
ら
団
結
へ

楽
し
み
な
が
ら
団
結
へ

　５月１日「メーデー」は、労働者の祭典とも言われ
ており、世界各地で労働者が集会やパレードを行い、
働くものの権利要求と国際連帯を求める日です。
　メーデーは12～14時間労働が当たり前だった1886
年5月1日に、アメリカの労働者35万人が、「8時間は
仕事に、8時間は休息に、残りの時間は自由に」と8時
間労働制を掲げ、アメリカ全土で立ち上がったことが
始まりです。この運動の結果、20万人近い労働者が８
時間労働制を勝ち取りました。しかしその後、資本家
らの弾圧・事件捏造によって、8時間労働制の協約はつ
ぎつぎと破棄されてしまいます。アメリカ労働総同盟
（AFL）は、1890年５月１日のゼネラル・ストライキ（全
国的なスト）を提起、全世界的な労働者の統一運動と
してヨーロッパの労働者が応え、「第１回国際メーデー」
が行なわれました。
　日本では1920年に東京・上野公園で第1回メーデー
が行なわれ、今年で100周年を迎えます。今年のメー
デーは、新型コロナウイルスの影響もあり、規模縮小
やネット中継での開催が予定されています。多くの労
働者・国民が感染拡大の影響で雇用や生活の不安を抱
えている今、メーデーの起源である「人間らしく生き、
働き続けられる社会」をめざす闘いは、一世紀を経て
なお重要な要求となっています。

趣向を凝らしたポスター制作風景

目指せ10日以上の有給休暇取得

2
0
1
9
年
メ
ー
デ
ー
の
よ
う
す

（3） 2020年４月20日 第478号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2020年４月20日 第478号全 厚 労 ニ ュ ー ス



　

新
型
コ
ロ
ナ
拡

大
を
受
け
て
全
厚

労
も
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
導

入
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
で

人
と
接
触
せ
ず
と

も
そ
れ
な
り
の
意

思
疎
通
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
し

か
し
医
療
現
場
で

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
は一部
可
能
で

は
あ
る
が
、
直
接

患
者
さ
ん
や
チ
ー

ム
と
接
し
て
い
か

な
け
れ
ば
業
務
を

全
う
で
き
な
い
。
常
に
リ
ス
ク

を
負
い
な
が
ら
働
い
て
い
る
み

ん
な
の
こ
と
を
思
う
と
、
マ
ス

ク
確
保
に
し
ろ
、「
補
償
な
き

自
粛
」
要
請
に
し
ろ
、
命
の

問
題
よ
り
、
金
を
出
し
渋
る

政
治
に
モ
ヤ
モ
ヤ
が
溜
ま
り
続

け
る
日
々…

           （
Ｍ
Ｔ
）締め切り：2020年5月末日　消印有効

あて先：〒110－0013　東京都台東区入谷１－９－５－６F　全厚労　ニュース係

当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
２
月
号
の
答
え
は
「
ハ
ナ
ミ
ダ
ン
ゴ
」
で
、

当
選
倍
率
は
５
・
３
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、読
者
の
声
、春
闘
の
意
気
込
み
計
10
名
当
選
）で
し
た
。

教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

　全厚労ニュースへの投稿に応じたポイント制は、当初の目的で
あったスマホ投稿の周知と投稿者拡大をある程度達成しましたの
で19年度で終了することにしました。20年度からは当選者を今ま
での10人から15人へと増やします。これからも引き続き全厚労
ニュースへの投稿をよろしくお願いします。

医労連共済で備えよう
　私たちの労働組合には、入院・休業、まさかの死亡などを
支えあう制度=医労連共済があります。
　新型コロナ感染が猛威をふるっており、不安に感じている
方も多いかと思います。医労連共済は、病気休業などに備え
て、安い掛金で大きな保障ができる制度です。

入院
（1日目から給付）
11,000円／1日

休業
（連続5日目以上から給付）
5,000円／1日

※指定感染症で「不慮の事故」
　として加算されます。 

※医師の安静療養の指示が
　必要です。

　埼玉県の熊総労から、副執行委員長の平
井 真史（ひらい まさし）さんを紹介します。
平井さんは、臨床工学科の主任として働い
ています。昨年から、透析室の立ち上げに
関わり、毎日忙しく働いています。
　プライベートでは、出かけた先で地元の
美味しいお店を食べ歩くなど、とっても食
通です。時間があるときは、自分でお弁当
を作ったりしています。
　いつも穏やかな平井さんですが、団体交
渉などでは、言うべきことをしっかり伝え

られる強さを持った頼りになる存在です。

　徳島県からは徳厚労の青年委員として活
躍する宮本大志さんを紹介します。
　昨年5月からオープンした阿南医療セン
ターで理学療法士として業務に励みながら、
労働組合では全国の青年企画で学んだこと
を生かし、主に青年部の活動を盛り上げて
くれています。
　労働組合に仕事にと頑張っている宮本さ
んですが、実は２歳になる娘さんのお父さ
んとしても日々奮闘しています。最近は娘
と一緒にゲームの「どうぶつの森」を遊ん
で楽しんでいるそうです。
　全国の集会などで見かけることがありましたら、皆さんどんどん
声をかけてあげてくださいね！

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第151回は熊総と徳島にお願い
しました。

頑張る仲間

熊総　平井真史さん

徳島　宮本大志さん

月掛金
2400円

　

紙
面
改
革
で
見
や
す
く
な
っ
て
、内

容
も
分
か
り
易
く
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

４
７
６
号
１
面
の「
パ
ン
を
お
金
に
変

え
た
!?
」の
見
出
し
で
は
、「
ど
う
い

う
事
？
」と
興
味
を
持
っ
て
紙
面
を
読

ん
で
い
く
と
、そ
う
い
う
事
な
の
か
、

と
納
得
！
他
県
の
内
容
で
す
が
、記

憶
に
残
り
ま
し
た
。              
（
長
野
）

―
―
好
評
価
で
と
て
も
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。今
後
は
皆
さ
ん
の
意
見
も

反
映
し
て
い
き
た
い
の
で
、感
想

だ
け
で
な
く
ア
イ
デ
ア
の
投
稿
も

お
願
い
し
ま
す
。        

（
Ｋ
Ｕ
）

　

い
つ
も
興
味
深
く
拝
読
し
て
お
り

ま
す
。時
間
外
労
働
と
不
払
い
残
業

が
、広
島
が
１
番
低
い
と
い
う
結
果
を

見
て
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。配
属
部

で
は
、風
通
し
も
よ
く
申
請
し
や
す

く
、有
給
休
暇
も
取
り
や
す
い
で
す
。

上
司
の
性
格
や
、職
場
・
職
員
の
雰
囲

気
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。相
談
し
や

す
い
職
場
の
雰
囲
気
作
り
も
大
切
か

と
思
い
ま
す
の
で
、個
人
と
し
て
も
、

こ
れ
か
ら
も
気
を
つ
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。 

 
 
 

（
広
島
）

―
―
風
通
し
の
良
い
職
場
や
職
場
の

雰
囲
気
な
ど
、働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
環
境
づ
く
り
は
と
て
も
大

事
で
す
よ
ね
。 

 
 

（
Ｓ
Ｎ
）

　

遊
ぶ
人
の
方
が
よ
く
仕
事
に
取
り

組
め
る
記
事
が
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

ス
ト
レ
ス
は
生
活
に
は
お
い
て
大
き

な
要
因
に
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
！
私
も
ス
ト
レ
ス
発
散
し
ま
す
！

（
三
重
）

―
―
ま
す
ま
す
ス
ト
レ
ス
社
会
に
磨
き

が
か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
か
ら
、ス

ト
レ
ス
発
散
は
重
要
で
す
ね
。ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
心
掛
け

て
！                         （
Ｋ
Ｓ
）

　
「
仕
事
」の
反
対
は「
遊
び
」と
い
う

話
題
が
、と
て
も
新
鮮
で
、な
る
ほ

ど
！
と
思
い
ま
し
た
。Ｏ
Ｎ
、Ｏ
Ｆ
Ｆ

し
っ
か
り
つ
け
て
、仕
事
も
全
力
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
も
全
力
で
行
け
た
ら
い
い

な
〜
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
で
い
つ
も
よ
り
行
動
範
囲
が

狭
く
な
っ
て
い
ま
す
。医
療
従
事
者
が

体
を
壊
す
こ
と
な
く
、働
き
続
け
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
、大
切
で
す
よ
ね
。

（
長
野
）

―
―
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
が
充
実
し
な
け
れ

ば
充
実
し
た
仕
事
は
で
き
ま
せ

ん
。い
わ
ゆ
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。難

し
い
社
会
情
勢
で
す
が
様
々
な
工

夫
を
し
て
、「
ま
ず
は
自
分
が
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
す
」だ
と
思

い
ま
す
。                    （
Ｈ
Ｒ
）

読者の皆様へ

新型コロナで陽性になった場合

　読者の声、聞かせて・教えて、クロスワード
はすべてＱＲコードよりスマホから投稿できます。
氏名・住所・希望景品（図書カード又はクオ
カード）は必須事項です。質問１・２は、聞
かせて・教えてのコーナー掲載号で使用します。

右のＱＲコードから全厚労ホームペ
ージを開き、「資料・データ」のペー
ジから過去の全厚労ニュースを見る
事が出来ます。

（4）2020年４月20日 第478号全 厚 労 ニ ュ ー ス


